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 みなさま、いつもお世話になっております。あびこ浩子です。 

 衆議院が解散し、10月22日（日）が投開票となりました。選挙期間

である10日～22日まで恒例の駅でのご挨拶はお休みさせていただいて

いました。22日(日)は、台風の影響で嵐の中での投票日となりました。

私も地元の体育館まで傘が風でひっくり返る中、向かいました。 

 22日(日）午後8時以降は各テレビ局共に、開票速報を流していまし

たが、大阪第9区の開票結果は、日付が変わってもなかなか確定しませ

んでした。結果は選挙区では自民・比例復活で維新が当選されまし

た。今回の選挙では野党の状況が直前まで変わり続けました。新しい

力に期待をしながら見ていましたが、希望の党の小池代表の「排除」

という言葉は、とてもキツイ言葉に感じました。私は「排除」という

言葉に敏感です。政策の中で、地域福祉を重要課題として取り組んで

いますが、「排除」によって孤立し、困窮していくことを理解してい

るからです。「ソーシャルインクルージョン」という言葉、これは

「社会的包摂」と訳されています。現在の社会課題の解決には「社会

的包摂（ソーシャルインクルージョン）」を地域社会で進めることが

重要なのです。茨木市で取り組んでいる「地域福祉計画」「総合保健

福祉計画」の策定に取り組む現在、この「社会的包摂」をベースの計

画作りを進めているところです。そんな時に聞こえてきた「排除」、

私はとても悲しい気持ちでその言葉を聞きました。多くの皆さんのご

意見を代表する政治の世界にはいろんな立場・いろんな意見がありま

す。あって当然です。しかしながら互いの違いを認め合いながら、少

数の意見をも尊重する、そんな合意の中で政治は進められるべきだと

私は考えています。立場の違いを超えて互いを認め合い尊重する中で

こそ、障害があったり病気を抱えていたり、経済的困窮や孤立など

様々な課題を一緒に考えることができると私は思います。 

10月22日衆議院銀選挙が終わりました。 

私たち国民一人ひとりの想いが届く政治になるように！ 
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【あびこ浩子プロフィール】 

玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里高

校卒業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造都市

研究科共生社会研究分野修士課程修了／

大学時代銭原キャンプ場でカウンセラー

として活動 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987茨木

市立三島中学校へ転任1990退職／2000
沢池幼稚園PTA会長／2002穂積小PTA会

長／2006茨木市PTA協議会会

長／2004NPO法人Chacha－House 代
表理事/2006穂積小校区青少年健全育成

運動協議会会長／2006NPO法人子育て

広場全国連絡協議会理事／2011穂積地

区自主防災会会長／2012穂積地区福祉

委員会副委員長 

2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初当

選／2009・1選挙2期目当選／2013・１

選挙3期目当選／2017・1選挙4期目当選 

長女、次女、長男の2女1男、次女に孫娘

あり。 

連絡先：（自宅）茨木市穂積台１２－５０３穂積台グランドコーポ 

Facebook：あびこ浩子｜WEBサイト：http://www.hiroko-abiko.jp    

穂積小学校運動会にて 
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電話・ＦＡＸ  ０７２（６５５）８４６０（留守時

はメッセージを残してください） 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 
【自宅】茨木市穂積台12-503穂積台グランドコーポ 

ＨＰ：http://www.hiroko-abiko.jp 
ＦＡＣＥＢＯＯＫページ 

 「あびこ浩子（茨木市議会議員）」 

「あびこ浩子 茨木ゆめ・みらい工房」 

Twitter ＠abiko_h（あびこ浩子(茨木市議会議員） 

あびこ浩子連絡先 
お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

毎週火曜日・木曜日の朝、ＪＲ茨木駅西口下、水曜日の朝、南茨木駅、金曜日の朝、阪急茨木市

駅東口南側にてご挨拶と週刊通信を配布させていただいています。お急ぎとは思いますが、お時

間許せば手に取っていただけましたら幸いです。お声をかけていただけたらとても嬉しいです！ 
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小型家電の回収品目について 

 以前お知らせしましたが、茨木市と【株】リネット

ジャパンは小型家電の回収を促進するための連携と協

力の協定を締結しています。 

（１）本市市民がリネットジャパン【株】の宅配回収

サービスを利用する際、パソコン本体を含む回収の

場合は、通常必要となる回収料金（1箱 1620円税

込み）が無料となります。 

（2）利用方法：リネットジャパン【株】のホーム

パージまたはFAXで申込み➡データ消去した小型家電

を段ボール箱に詰めます➡佐川急便が回収：希望した

日時に宅配業者が自宅へ引き取りに来ます。 

※10月1日からはボックスによる拠点回収を実施します。 

対象：パソコンを含む小型家電  

回収拠点：生涯学習センターきらめき、中条図書館 

 さて、この「小型家電」というのはどの範囲まで

か？とご質問をいただきました。これがかなり多くの

範囲です。 

パソコン、携帯電話、ビデオ、オーディオ、キッチン

家電、生活家電など４００品目以上が対象です。 

※ＴＶ、冷蔵庫、洗濯機/乾燥機、エアコンの家電４

品目は回収できません。石油を使用するストーブ、食品

が残った状態の調理家電も回収できません。 

また、パソコンはデータ消去サービスがあるので安心

して回収を依頼できます。 

リネットジャパン http://www.renet.jp/example/ 

第1回 10月14日（土）10時～11時 

    彩都西コミュニティセンター 終了 

第2回 10月15日（日）10時～11時 

    耳原自治会館 終了 

第3回 10月18日（水）19時～20時 

    沢良宜いのち愛ゆめセンター 終了 

第4回 10月19日（木）19時～20時 

    穂積コミュニティセンター 終了 

第5回 10月25日（水）１９時～２０時 

    総持寺いのち愛ゆめセンター 

第6回 10月26日（木）１９時～２０時 

    中津コミュニティセンター 

第7回 10月27日（金）１９時～２０時 

    東コミュニティセンター 

9月議会報告開催中です。 

お近くの会場にお越しください。 


